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サ
ギ
ソ
ウ
は
ラ
ン
の
一
種
で
日
本
の
固
有
種
と
い
わ
れ
、
主
に
湿
地
で
自
生
し
ま
す
。

白
い
花
が
鳥
の
「
白
鷺
（
シ
ラ
サ
ギ
）」
が
羽
を
広
げ
て
飛
ぶ
姿
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら

命
名
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
花
言
葉
は
「
無
垢
」、「
清
純
」、「
繊
細
」、「
神
秘
」、

「
夢
で
も
あ
な
た
を
想
う
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

写
真
提
供

伊
藤
眞
一
郎

様



『
若
宮
丸
漂
流
物
語
』
と
の
御
縁

洞
林
寺
住
職

吉

田

俊

英

１
、
パ
ラ
ナ
州
開
拓
神
社
に
祀
ら
れ
る
人
々

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
二
〇
）
十
月
九
日
十
日
、

ブ
ラ
ジ
ル
連
邦
パ
ラ
ナ
州
ロ
ー
ラ
ン
ジ
ャ
市
の
洞

光
山
佛
心
寺
で
開
創
五
十
周
年
記
念
法
要
が
執
り

行
な
わ
れ
、
私
を
含
め
十
人
の
参
拝
団
で
日
本
か

ら
参
加
し
ま
し
た
。

九
日
の
法
要
終
了
後
、
仏
心
寺
護
持
会
の
方
々

が
我
々
一
行
を
パ
ラ
ナ
移
民
セ
ン
タ
ー
（
移
民
資

料
館
）
に
案
内
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
資
料
館

の
隣
に
神
社
が
出
来
て
ま
し
た
。
十
年
前
に
来
た

時
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
二
〇
〇
三
年
十
二

月
二
十
一
日
に
完
成
し
落
成
式
が
行
わ
れ
た
と
の

こ
と
。
開
拓
先
駆
者
を
祀
り
、
日
系
移
住
地
の
安

泰
を
願
い
、
日
系
移
民
の
心
の
拠
り
所
と
な
る

「
場
」
を
作
ろ
う
と
し
て
発
願
さ
れ
建
立
さ
れ
た

の
だ
そ
う
で
す
。

「
祭
神
」
と
し
て
開
拓
神
社
に
祀
ら
れ
た
の
は

日
本
移
民
導
入
に
奔
走
し
た
水
野
龍
氏
や
杉
村
濬

元
公
使
の
ほ
か
、
第
一
回
笠
戸
丸
移
民
の
通
訳

等
々
で
す
。
日
本
ブ
ラ
ジ
ル
の
移
住
史
を
多
少
学

べ
ば
必
ず
出
て
く
る
名
前
で
す
。「
祭
神
」
の
一

番
か
ら
四
番
ま
で
の
四
名
こ
そ
、
日
本
人
と
し
て

初
め
て
ブ
ラ
ジ
ル
に
上
陸
し
た
若
宮
丸
漂
流
民
の

四
名
で
し
た
。
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
其
の
時
は
仏

心
寺
の
法
要
の
こ
と
で
頭
が
い
っ
ぱ
い
で
、
祭
神

の
こ
と
ま
で
考
え
が
及
び
ま
せ
ん
で
し
た
。

２
、
宮
城
県
の
海
外
移
住
の
歴
史
を
紐
解
く
と

宮
城
県
の
海
外
移
住
の
歴
史
を
総
合
的
に
纏
め

た
資
料
や
著
作
は
あ
り
ま
せ
ん
。
宮
城
の
人
で
一

番
知
名
度
が
高
い
海
外
移
住
者
は
、
新
田
次
郎
の

『
密
航
船

水
安
丸
』
の
主
人
公
及
川
甚
三
郎
。

そ
し
て
『
ア
ラ
ス
カ
物
語
』
の
主
人
公
フ
ラ
ン
ク

安
田
。
こ
の
二
人
だ
と
思
い
ま
す
。
小
説
や
映
画

で
描
か
れ
る
と
、
知
名
度
は
高
く
な
り
ま
す
。

宮
城
の
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、

平
成
二
十
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
赤
い
大
地
を
拓

く
―
ブ
ラ
ジ
ル
移
住
・
宮
城
県
人
の
一
〇
〇
年
』

が
最
も
よ
く
ま
と
ま
っ
て
い
ま
す
。
宮
城
県
の
戦

後
の
海
外
移
住
事
業
に
旗
振
り
役
を
務
め
た
宮
城

県
海
外
協
会
を
前
身
と
す
る
宮
城
県
国
際
交
流
協

会
が
主
導
し
、
河
北
新
報
の
現
役
記
者
と
Ｏ
Ｂ
が

編
纂
に
取
り
組
ん
だ
労
作
で
す
。
こ
の
本
の
中
で
、

「
移
住
前
史
１
」
と
し
て
若
宮
丸
漂
流
民
の
こ
と

が
か
な
り
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

洞
林
寺
で
は
先
住
道
彦
和
尚
が
移
民
船
で
ブ
ラ

ジ
ル
に
渡
っ
た
御
縁
で
、
移
住
者
の
留
守
家
族
の

会
「
宮
城
県
海
外
移
住
家
族
会
」
に
参
画
し
て
き

ま
し
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
関
係
者
が
大
部
分
の
宮

城
県
海
外
移
住
家
族
会
で
す
が
、
全
員
が
若
宮
丸

ブラジル移住百周年　 　
記念誌『赤い大地を拓く』

パラナ州開拓神社の御祭神
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の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
石

巻
市
在
住
の
佐
藤
富
一
郎
会
長
（
当
時
）
は
さ
す

が
に
若
宮
丸
の
こ
と
は
御
存
知
で
し
た
。

海
外
移
住
家
族
会
の
総
会
の
際
に
、
当
時
東
北

大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
所
長
で
あ
っ
た
平
川

新
教
授
に
お
願
い
し
て
、
若
宮
丸
漂
流
民
の
ブ
ラ

ジ
ル
上
陸
や
世
界
一
周
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き

ま
し
た
。
初
め
て
世
界
一
周
を
果
た
し
た
日
本
人

と
し
て
、
若
宮
丸
漂
流
民
は
も
っ
と
知
ら
れ
て
良

い
と
思
い
ま
し
た
。

３
、
洞
林
寺
で
の
「
新
講
談
」
の
口
演

七
月
二
十
日
、
洞
林
寺
の
会
館
で
新
講
談
『
若

宮
丸
放
流
物
語
』
と
南
米
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
が
ラ

テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
化
協
会
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
代
表
の
佐
藤
真
守
さ
ん
は
宮
城
県
海
外
移

住
家
族
会
の
会
員
で
あ
り
、
長
年
共
に
海
外
移
住

者
の
支
援
や
交
流
に
努
め
て
来
ら
れ
た
方
で
す
。

名
店
「
売
茶
翁
」
の
菓
子
職
人
で
あ
る
佐
藤
さ

ん
は
外
国
人
留
学
生
の
た
め
に
和
菓
子
教
室
を
開

催
し
た
り
、
ア
ル
パ
奏
者
ル
シ
ア
塩
満
コ
ン
サ
ー

ト
を
定
期
的
に
開
催
し
た
り
、
仙
台
在
住
の
多
く

の
外
国
人
と
交
流
の
あ
る
方
で
す
。

其
の
佐
藤
さ
ん
か
ら
「
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
が
取

れ
な
い
の
で
、
洞
林
寺
さ
ん
で
や
ら
せ
て
も
ら
え

ま
せ
ん
か
？
」
と
頼
ま
れ
ま
し
た
。
ル
シ
ア
塩
満

さ
ん
に
は
家
族
会
五
十
周
年
の
時
に
は
御
協
力
い

た
だ
き
、
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
若

宮
丸
漂
流
民
に
も
不
思
議
な
御
縁
を
感
じ
て
お
り

ま
し
た
。
会
場
の
件
は
快
諾
し
、
開
催
の
た
め
多

少
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

若
宮
丸
漂
流
民
の
会
が
広
報
の
一
環
と
し
て
以

前
か
ら
新
講
談
『
若
宮
丸
漂
流
物
語
』
を
上
演
し

て
い
る
こ
と
は
、
会
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
見
て

知
っ
て
い
ま
し
た
。
い
つ
か
聞
い
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ま
さ
か
洞
林
寺
で
聞
く
機

会
を
持
て
る
と
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

当
日
、
藤
沢
智
子
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
は
開
演
三
時

間
前
に
洞
林
寺
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
マ
イ
ク
チ
ェ
ッ

ク
を
終
え
、
本
番
用
の
衣
装
に
着
替
え
、
一
時
間

の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
し
て
、
午
後
五
時
か
ら
の
本
番

に
臨
ま
れ
ま
し
た
。
長
年
培
っ
て
き
た
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
と
し
て
の
技
術
も
然
る
こ
と
な
が
ら
、
一
つ

一
つ
の
言
葉
を
大
切
に
語
る
凛
と
し
た
佇
ま
い
に

感
服
し
ま
し
た
。

若
宮
丸
の
遭
難
か
ら
帰
郷
ま
で
の
十
数
年
間
の

す
べ
て
を
四
〇
分
間
で
語
る
こ
と
は
難
し
く
、
漂

流
民
た
ち
の
シ
ベ
リ
ア
で
の
暮
ら
し
の
部
分
な
ど

は
端
折
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
だ
け
彼
ら
の
世
界
一
周
は
過
酷
で
あ
り
、
壮
大

な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
い
つ
か
檀
家
さ

ん
た
ち
の
前
で
口
演
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。 「若宮丸漂流民の会」会長木村成忠氏と藤沢アナ

主催者代表　佐藤真守さん
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洞
林
寺
で
の

　
　
　

南
米
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト

護
持
会
副
会
長

櫻

井

善

郎

夏
日
の
続
く
去
る
七
月
二
十
日
、
洞
林
寺
会
館

二
階
に
お
い
て
、
新
講
談
『
若
宮
丸
漂
流
民
物

語
』
と
南
米
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
の
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

若
宮
丸
漂
流
民
と
は
、
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）

十
一
月
、
石
巻
の
千
石
船
若
宮
丸
が
米
八
十
ト
ン

と
木
材
を
積
み
、
十
六
人
の
乗
組
員
で
石
巻
港
を

出
て
江
戸
へ
向
か
っ
た
。
し
か
し
、そ
の
二
日
後
、

福
島
県
の
塩
屋
崎
沖
で
暴
風
雨
に
あ
い
、
遭
難
。

舵
が
壊
れ
、
帆
柱
も
切
り
捨
て
た
若
宮
丸
は
、
風

と
海
流
に
身
を
任
せ
、
真
冬
の
太
平
洋
を
東
へ
北

へ
と
流
さ
れ
て
、
五
か
月
後
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
の

小
さ
な
島
に
十
六
人
の
乗
組
員
全
員
生
き
て
上
陸

す
る
こ
と
が
出
来
た
。
其
の
後
、
病
没
す
る
者
も

居
た
。
日
本
に
帰
る
希
望
を
捨
て
て
、
ロ
シ
ア
に

帰
化
す
る
者
も
い
た
。

数
奇
な
運
命
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
、
四
名
の
乗

組
員
が
ロ
シ
ア
船
ナ
ジ
ェ
ー
ジ
ダ
号
に
乗
せ
ら
れ

て
、ロ
シ
ア
、北
欧
、南
米
ハ
ワ
イ
等
を
経
由
し
て

文
化
元
年（
一
八
〇
四
）九
月
、四
人
は
十
二
年
の

歳
月
を
費
や
し
て
長
崎
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
日

本
人
と
し
て
初
め
て
世
界
一
周
を
し
た
の
で
し
た
。

こ
の
長
い
旅
路
を
東
北
放
送
の
元
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
藤
沢
智
子
さ
ん
が
新
講
談
と
し
て
語
り
ま
し

た
。
熱
の
籠
っ
た
プ
ロ
の
語
り
に
聞
き
入
り
ま
し

た
。後

半
の
ア
ル
パ
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
残
念
な
が
ら

リ
ー
ダ
ー
の
ル
シ
ア
塩
満
さ
ん
は
高
熱
の
た
め
、

病
欠
さ
れ
ま
し
た
。
高
橋
マ
サ
ヒ
ロ
さ
ん
と
菱

本
幸
二
さ
ん
が
ケ
ー
ナ
、
サ
ン
ポ
ー
ニ
ャ
、
ギ

タ
ー
、
チ
ャ
ラ
ン
ゴ
等
の
楽
器
を
駆
使
し
て
「
コ

ン
ド
ル
は
飛
ん
で
行
く
」「
花
ま
つ
り
」
等
フ
ォ

ル
ク
ロ
ー
レ
（
南
米
音
楽
）
の
十
数
曲
を
手
拍
子

足
拍
子
を
交
え
な
が
ら
、
聴
衆
と
一
体
と
な
り
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
民
族
音
楽
の
音
色

に
魅
せ
ら
れ
、
有
意
義
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
回
の
催
し
は
「
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
化
友
好

協
会
」
さ
ん
と
の
長
年
の
交
流
を
経
て
、
実
現
さ

れ
た
よ
う
で
す
が
、
続
き
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

特
派
布
教
道
場
と
教
区
護
持
会
総
会

護
持
会
副
会
長

横

田

俊

明

去
る
六
月
二
十
四
日
（
月
）、
第
二
教
区
護
持

会
主
催
の
特
派
布
教
道
場
と
曹
洞
宗
第
二
教
区
護

講談を語る藤沢智子アナウンサー

南米音楽の演奏
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持
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
護
持
会
を
代

表
し
て
参
加
、
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
年
の
特
派
布
教
道
場
は
、
仙
台
市
連
坊
小
路

の
瑞
雲
寺
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
曹
洞
宗

管
長
大
禅
師
猊
下
の
御
代
理
と
し
て
愛
知
県

新

蔵
寺
住
職
竹
川
正
悟
老
師
を
お
招
き
し
、
御
法
話

を
拝
聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

竹
川
正
悟
老
師
は
、
曹
洞
宗
管
長
様
の
布
教
方

針
を
解
説
さ
れ
、「
御
仏
を
こ
の
身
に
い
た
だ
く
」

と
言
う
題
で
ご
法
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
端

を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
、「
確
か
な
道
を
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
す
」
今
か
ら
で
も
遅
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
菩
薩
の
請
願
に
生
き
る
こ
と
が
、
苦
悩
の

世
を
安
楽
の
世
に
す
る
真
の
道
で
あ
り
ま
す
。」

修
証
義
第
四
章
を
読
経
し
て
く
だ
さ
い
。

二
、
菩
薩
さ
ま
の
大
事
な
四
つ
の
行
い

「
布
施
」、「
愛
語
」、「
利
行
」、「
同
事
」
に

勤
め
ま
し
ょ
う
。

三
、
道
元
禅
師
様

　
　

「
自
ら
が
行
い
を
仏
道
に
照
ら
し
、
謙
虚
に

顧
み
よ
」

　
　

瑩
山
禅
師
様

　
　

「
必
ず
和
合
和
睦
の
思
い
を
生
ず
べ
し
」

四
、
御
仏
に
自
ら
を
重
ね
合
わ
せ
る
合
掌

御
仏
を
こ
の
身
に
頂
く
座
禅

一
日
一
回

背
筋
を
伸
ば
し
、
膝
の
上
に
両
手
で
円
を
描

き
一
日
を
顧
み
る
。
和
合
調
和
を
乱
す
の
は
、

い
つ
の
世
も
人
間
の
我
利
・
我
欲
す
な
わ
ち

貪
り
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
貪
り
こ
そ
が
苦
悩

の
源
で
あ
り
対
立
闘
争
の
根
源
な
の
で
あ
り

ま
す
。
と
瑩
山
禅
師
は
問
う
て
お
ら
れ
ま
す
。

世
界
各
地
で
起
き
て
い
る
対
立
闘
争
も
和
合
・

和
睦
の
精
神
を
も
っ
て
解
決
さ
れ
る
こ
と
を
念

願
い
た
し
ま
す
。

特
派
布
教
道
場
終
了
後
、
会
場
を
新
寺
清
月
記

に
移
し
、
階
二
教
区
護
持
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
令
和
五
年
度
の
行
事
報
告
、
決
算
報
告
、

令
和
六
年
度
の
行
事
計
画
、
令
和
六
年
度
予
算
案

が
審
議
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
久
し
く
中
止
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
か
ら
役
員
一
泊
研
修
旅
行
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

秋
の
講
演
会
は
、
左
記
の
と
お
り
開
催
い
た
し

ま
す
。
秋
彼
岸
法
要
の
際
に
、
講
演
会
の
案
内
状

を
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

以
上

竹川正悟老師の御法話
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懐
か
し
の
昭
和
の
記
憶
シ
リ
ー
ズ
№
９

昭
和
の
仙
台
市
営
ト
レ
ー
ラ
ー
バ
ス

伊

藤

眞
一
郎

皆
様

ご
記
憶
あ
り
ま
す
か
？

昭
和
二
〇
年
代
の
仙
台
市
営
ト
レ
ー
ラ
ー
バ

ス
。
運
転
台
が
ボ
ン
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ッ
ク
形
状
の
ト

ラ
ク
タ
ー
ヘ
ッ
ド
で
引
っ
張
る
超
ロ
ン
グ
バ
ス

で
、
昭
和
二
〇
年
代
の
短
期
間
な
が
ら
、
戦
後
復

興
を
担
う
通
勤
通
学
の
大
量
輸
送
手
段
と
し
て
全

国
で
活
躍
し
ま
し
た
。
私
も
子
供
の
頃
の
思
い
出

で
ヘ
ッ
ド
ボ
デ
ィ
ー
か
ら
空
に
向
か
っ
て
の
マ
フ

ラ
ー
か
ら
黒
い
煙
を
吐
き
出
し
、
大
き
な
化
け
物

の
よ
う
な
バ
ス
の
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

チ
ョ
ッ
と
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
話
に
な
り
ま
す
が
、

当
時
日
野
産
業
（
現
・
日
野
自
動
車
）
が
製
造
し

た
ト
レ
ー
ラ
ー
バ
ス
で
Ｔ
１
３
Ｂ
型
＋
Ｔ
２
６
型

の
連
接
バ
ス
、
エ
ン
ジ
ン
は
旧
陸
軍
の
装
甲
車
用

の
統
制
型
水
冷
６
気
筒
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の

改
良
型
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。
客
室
側
ト
レ
ー

ラ
ー
は
富
士
産
業
（
現
・
ス
バ
ル
）
な
ど
が
製
造

し
、
巻
き
込
み
防
止
の
た
め
運
転
台
は
左
ハ
ン
ド

ル
だ
っ
た
よ
う
だ
。

活
躍
し
た
期
間
が
短
か
っ
た
た
め
、
余
り
詳
し

い
資
料
は
無
い
が
、
日
本
の
戦
後
復
興
の
シ
ン
ボ

ル
的
存
在
だ
っ
た
。

永
代
供
養
塔
の
御
縁
を
頂
い
て

若
林
区

尾

形

優

子

先
日
は
田
舎
の
墓
地
改
葬
の
相
談
で
長
居
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
何
度
も
同
じ
こ
と
を

質
問
し
、
説
明
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
申

し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
毎
回
そ
の
都
度
丁

寧
に
ご
説
明
頂
き
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

改
葬
す
る
遺
骨
を
納
め
る
日
程
に
つ
い
て
は
、

こ
ち
ら
の
希
望
が
決
ま
り
次
第
、
連
絡
差
し
上
げ

ま
す
。
こ
の
度
は
、
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

去
る
四
月
七
日
、
友
人
と
新
寺
緑
道
と
道
沿
い

の
寺
を
廻
る
花
見
を
し
て
い
て
、
満
開
に
咲
き
誇

る
桜
の
大
木
に
出
会
い
ま
し
た
。
丁
度
「
花
祭
り
」

の
前
日
で
、
本
堂
前
に
白
象
に
乗
る
お
釈
迦
様
の

像
が
飾
ら
れ
て
お
り
、
本
堂
の
ガ
ラ
ス
戸
に
映
る

桜
も
美
し
く
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮
影
し
て
み

昭和20年代に活躍したトレーラーバス

本堂前に祀られた誕生仏　　　　　
本堂正面のガラスに桜が映ってます
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。



ま
し
た
。
裏
庭
か
ら
は
い
っ
た
た
め
、
わ
か
ら
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
正
面
か
ら
見
て
檀
家
と
し
て

の
御
縁
を
頂
い
た
洞
林
寺
で
あ
る
こ
と
に
気
が
付

き
ま
し
た
。
印
刷
し
た
画
像
を
同
封
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

梅
雨
時
で
も
気
温
が
高
い
日
が
続
い
て
お
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
御
身
体
を
大
切
に
お
過
し
下
さ
い
。

狭
心
症
の
治
療
記
録

多
賀
城
市

田

中　
　
　

悟

言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
わ
が
家
の
家
系
を
思
い

起
こ
せ
ば
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
の
傾
向
が
見
ら
れ

る
ら
し
い
。
そ
ん
な
こ
と
で
も
あ
り
、
い
よ
い
よ

後
期
高
齢
者
に
な
っ
た
自
分
は
、
暴
飲
暴
食
を
慎

む
よ
う
心
掛
け
て
い
る
。
現
在
、
高
血
圧
の
投
薬

治
療
程
度
で
七
十
五
年
を
過
ご
し
、
幸
い
に
も
病

院
の
ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

数
年
前
か
ら
定
期
的
に
脳
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
を
受
け

て
い
る
某
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
医
師
に
、
診
療
の
合
間

に
『
冠
動
脈
の
検
査
』
に
つ
い
て
伺
っ
た
。
特
に

症
状
等
が
あ
る
訳
で
は
無
か
っ
た
が
、
先
日
Ｔ
Ｖ

で
放
映
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
軽
い
気
持

ち
で
話
題
に
し
た
と
こ
ろ
、
当
院
で
も
胸
の
Ｃ
Ｔ

検
査
が
可
能
と
の
こ
と
で
早
速
検
査
を
実
施
し
て

も
ら
っ
た
。

そ
の
結
果
に
驚
い
た
。
仙
台
厚
生
病
院
に
紹
介

状
を
書
き
ま
す
の
で
持
参
し
て
検
査
を
受
け
る
よ

う
、
指
示
が
あ
っ
た
。
令
和
五
年
四
月
春
う
ら
ら

の
出
来
事
で
あ
り
、
帰
宅
し
家
族
に
状
況
を
説
明

し
、
ま
ず
は
指
示
さ
れ
た
行
動
に
移
す
こ
と
に
し

た
。（

以
下
具
体
的
な
描
写
は
避
け
、
簡
記
し
た
い
）

仙
台
厚
生
病
院
で
の
検
査
で
は
、『
狭
心
症
と

の
診
断
で
心
臓
か
ら
繰
り
出
し
て
い
る
冠
動
脈
血

管
が
二
ヵ
所
狭
く
な
っ
て
い
る
。
更
に
下
肢
に
流

れ
る
動
脈
に
も
一
ヵ
所
狭
い
末
梢
動
脈
疾
患
が
あ

り
、
い
ず
れ
も
手
術
し
ま
し
ょ
う
』
と
の
診
断
結

果
で
あ
っ
た
。
手
術
の
言
葉
を
聞
い
た
だ
け
で
心

臓
が
バ
ク
バ
ク
、
頭
が
真
っ
白
、
家
族
や
職
場
に

伝
え
る
言
葉
が
見
つ
か
ら
ず
不
安
で
一
杯
で
あ
っ

た
。

○
狭
心
症
に
つ
い
て

聞
き
か
じ
り
で
あ
る
が
『
狭
心
症
』
と
は
、
心

臓
か
ら
血
液
を
送
り
出
す
冠
動
脈
に
狭
窄
が
生
じ

た
り
す
る
病
気
で
、
急
に
胸
に
痛
み
、
圧
迫
感
、

息
切
れ
、
動
悸
、
疲
労
感
等
が
症
状
と
し
て
現
れ

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
症
状
が
二
十

分
以
上
続
く
場
合
は
、
躊
躇
す
る
こ
と
な
く
救
急

車
を
要
請
、
そ
の
多
く
は
病
院
に
着
く
前
に
死
亡

す
る
怖
い
病
気
で
あ
る
。
令
和
四
年
厚
生
労
働
省

「
人
口
動
態
統
計
」
に
よ
る
と
、
狭
心
症
、
心
筋

梗
塞
で
の
年
間
死
亡
者
は
、
三
万
二
千
十
六
人
と

の
記
録
が
あ
る
。

六
時
間
以
内
に
血
流
が
再
開
さ
れ
れ
ば
命
は
救

わ
れ
る
そ
う
で
あ
る
。
治
療
は
、
腕
等
の
動
脈
か

ら
カ
テ
ー
テ
ル
（
管
）
を
差
し
込
み
、
狭
く
な
っ

た
血
管
を
バ
ル
ー
ン
で
広
げ
、
そ
の
部
分
を
ス
テ

ン
ト
で
固
定
す
る
手
術
が
主
流
に
な
っ
て
い
る
そ

う
で
あ
る
。

狭心症の仕組み
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○
入
院
三
回
の
貴
重
な
体
験

令
和
五
年
六
月
、
ま
ず
は
下
肢
に
通
じ
る
動
脈

の
ス
テ
ン
ト
挿
入
手
術
に
三
泊
四
日
、
胸
部
に
ス

テ
ン
ト
挿
入
手
術
に
七
月
と
九
月
の
二
回
、
各
五

泊
六
日
、
の
入
院
手
術
を
体
験
し
た
。
最
後
の
九

月
の
手
術
は
生
き
た
心
地
が
し
な
か
っ
た
。
前
の

二
回
は
僅
か
四
五
分
程
度
で
あ
っ
た
が
、
九
月

は
、
三
時
間
を
要
し
た
。
閉
塞
部
分
が
随
分
異
常

な
形
態
だ
っ
た
も
の
と
推
測
し
て
い
る
。

難
儀
を
掛
け
た
主
治
医
に
は
本
当
に
感
謝
し
て

い
る
。
腕
に
チ
ク
リ
と
注
射
を
打
た
れ
た
だ
け
で

全
身
麻
酔
の
よ
う
な
措
置
も
な
い
ま
ま
、
手
術
室

の
ザ
ワ
ツ
キ
も
感
じ
な
が
ら
の
不
思
議
な
三
時
間

を
過
ご
し
た
。
看
護
師
さ
ん
か
ら
後
で
こ
っ
そ
り

伺
っ
た
が
、「
ほ
と
ん
ど
四
〇
分
前
後
な
の
に
、

田
中
さ
ん
な
か
な
か
戻
ら
な
い
け
ど
大
丈
夫
か
し

ら
」と
心
配
の
声
が
有
っ
た
と
か
無
か
っ
た
と
か
。

○
狭
心
症
治
療
で
分
か
っ
た
こ
と

一
番
大
切
な
こ
と
は
、
恐
ろ
し
い
病
気
で
は
あ

る
が
、
早
期
に
対
応
で
き
れ
ば
健
康
が
維
持
で
き

る
。手

術
治
療
は
ほ
と
ん
ど
無
痛
で
あ
っ
た
。
血
止

め
の
圧
迫
バ
ン
ド
が
思
っ
た
よ
り
辛
か
っ
た
。

私
は
無
症
状
で
、
た
ま
た
ま
検
査
し
た
ら
狭
窄

部
分
が
発
見
さ
れ
た
、
と
言
う
こ
と
で
あ
り
、
退

院
時
に
主
治
医
か
ら
の
話
は
「
今
後
は
普
通
の
生

活
で
良
い
で
す
よ
。
手
術
で
こ
れ
か
ら
の
病
気
の

リ
ス
ク
が
少
し
減
っ
た
か
な
？
」
と
優
し
く
送
り

出
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
幸
い
で
あ
っ
た
。

手
術
か
ら
ほ
ぼ
一
年
に
な
る
が
、
大
暑
、
熱
中

症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
発
令
さ
れ
て
い
る
中
で
好
き

な
ゴ
ル
フ
に
熱
中
出
来
た
こ
と
を
報
告
の
ラ
ス
ト

に
す
る
。

北
限
の
イ
ペ
ー
四
年
ぶ
り
に
開
花

ブ
ラ
ジ
ル
の
国
花
「
イ
ペ
ー
」
が
四
年
ぶ
り
に

開
花
し
ま
し
た
。

令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
年
五
月
に
初
め
て
咲

き
ま
し
た
。
其
の
後
、
二
〇
二
一
年
、
二
〇
二
二

年
、
二
〇
二
三
年
と
咲
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
イ

ペ
ー
は
暖
か
い
地
域
に
咲
く
花
で
す
。
日
本
国
内

で
も
関
東
か
ら
西
の
地
域
で
は
毎
年
咲
い
て
い
ま

す
。
自
生
し
て
い
る
イ
ペ
ー
と
し
て
は
洞
林
寺
の

イ
ペ
ー
は
一
番
寒
い
地
域
に
あ
り
ま
す
。「
北
限

の
イ
ペ
ー
」
で
す
。

冠動脈用ステント

　チタン合金などを
網目様に組んだ直径
２～３ｍｍのもの。
血管内に留置される
と体温により拡張状
態となる。

拡張前

拡張中

拡張後

４年振りに咲いたイペーの花
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一
月
二
月
の
最
低
気
温
が
影
響
し
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
令
和
二
年
は
暖
冬
で
し
た
。
今

年
も
暖
冬
で
あ
っ
た
こ
と
が
功
を
奏
し
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

海
外
移
住
者
の
方
々
と
の
交
流
と
其
の
思
い
出

が
詰
ま
っ
て
い
る
イ
ペ
ー
の
木
で
す
。
さ
さ
や
か

な
が
ら
、
洞
林
寺
が
国
際
交
流
に
努
め
て
き
た
足

跡
を
象
徴
す
る
木
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
息
長
く

生
育
し
て
く
れ
ま
す
事
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

五
月
十
二
日
の
河
北
新
報
の
朝
刊
で
、
小
さ
な

記
事
で
し
た
が
、
洞
林
寺
の
イ
ペ
ー
の
開
花
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

◎
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

墓
参
用
バ
ケ
ツ

二
十
個
、
柄
杓

十
個

黒
川
石
材
店

様

位
牌
堂
幕
、
段
内
敷

齋
藤

祥
子

様

爲

徳
照
誠
健
居
士
菩
提

大
提
灯
御
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

お
彼
岸
、
お
盆
の
際
に
本
堂
正
面
に
、
い
つ
も

大
提
灯
を
飾
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
の
提
灯
は
、

平
成
二
十
二
年
五
月
に
吉
田
武
二
様
（
故
人
）
よ

り
御
寄
贈
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。
十
五
年
間
、

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
長
年
の

風
雨
を
受
け
て
次
第
に
破
損
が
広
が
っ
て
参
り
ま

し
た
。
今
年
の
お
盆
を
最
後
に
役
目
を
終
え
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

新
た
な
提
灯
を
和
田
哲
郎
様
か
ら
御
寄
贈
い
た

だ
き
ま
し
た
。
秋
彼
岸
法
要
か
ら
、
本
堂
前
に
飾

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

提灯を寄贈いただきました

－9－



日
本
画
「
滝
桜
」
を

御
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

石
踊
紘
一
画
伯
画
の
日
本
画
「
滝
桜
」
を
横
田

俊
明
様
か
ら
御
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
館
二

階
東
壁
に
掲
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

石
踊
紘
一
画
伯
は
旧
満
州
に
生
ま
れ
、
一
九
六

四
年
東
京
芸
術
大
学
絵
画
科
日
本
画
卒
業
。
一
九

六
七
年
法
隆
寺
金
堂
壁
画
模
写
に
従
事
。
イ
ン
ド

各
地
を
取
材
旅
行
し
、
ヴ
ィ
シ
ュ
ヴ
ァ
・
バ
ラ

テ
ィ
大
学
で
イ
ン
ド
古
典
絵
画
を
学
ぶ
。

あ

と

が

き

護
持
会
副
会
長

佐

藤

泰

憲

⃝
�

会
報
を
発
行
す
る
ご
と
に
、
私
ど
も
編
集
委

員
が
集
ま
り
、
紙
面
の
構
成
、
割
付
な
ど
の
編

集
会
議
が
持
た
れ
る
。
最
近
は
そ
の
都
度
メ
ン

バ
ー
か
ら
ボ
ヤ
キ
が
出
る
こ
と
が
多
い
。「
我
々

の
役
目
は
書
く
こ
と
で
は
な
く
、
纏
め
る
こ
と

な
ん
だ
が
ナ
…
…
」
原
稿
が
少
な
い
と
、
何
と

か
誰
か
が
文
章
を
起
こ
し
、
急
遽
、
記
事
を
書

く
の
が
常
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

⃝
�

毎
回
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
日
常
の
出
来

事
や
趣
味
の
話
、
些
細
な
こ
と
で
も
構
い
ま
せ

ん
の
で
、
是
非
お
送
り
く
だ
さ
い
。
考
え
る
、

纏
め
て
ぺ
ン
を
取
る
こ
と
は
、
お
互
い
ボ
ケ
防

止
に
も
効
果
有
り
で
す
。
決
し
て
、
作
家
の
様

に
、
新
聞
記
事
の
様
に
上
手
く
書
こ
う
と
思
う

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⃝
�

メ
ー
ル
や
ラ
イ
ン
に
よ
る
一
方
通
行
で
は
な

く
、
又
、
専
門
的
な
文
章
だ
け
で
も
な
く
、
護

持
会
と
お
寺
さ
ん
を
繋
ぎ
、
会
員
相
互
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
と
し
て
、
今
後
も

ご
利
用
頂
け
る
様
に
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

出
稿
を
御
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

⃝
�

さ
て
、
こ
の
編
集
後
記
を
書
き
終
え
た
の

で
、
明
日
は
編
集
会
議
で
す
が
、
今
回
の
原
稿

の
集
ま
り
は
ど
う
な
ん
で
し
ょ
う
か
？
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